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１ 

　 

は
じ
め
に

　

市
民
の
生
活
意
識
や
市
政
に
対

す
る
満
足
度
・
要
望
を
把
握
し
、

今
後
の
市
政
運
営
や
政
策
立
案
の

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
昭
和
47
年
度
か
ら
毎

年
実
施
し
て
い
る
横
浜
市
民
意
識

調
査
。
調
査
項
目
は
、
生
活
満
足

感
や
心
配
ご
と
、
市
政
へ
の
満
足

度
・
要
望
な
ど
ほ
ぼ
毎
年
行
う
「
経

年
調
査
項
目
」
と
、
特
定
の
課
題

に
対
す
る
市
民
意
識
を
把
握
す
る

必
要
か
ら
行
う「
特
集
調
査
項
目
」

と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
23
年
度
の
調
査
（
概
要
は

表
１
参
照
）
で
は
、
東
日
本
大
震

災
に
関
す
る
項
目
を
「
特
集
調
査

項
目
」
の
中
心
に
据
え
、
発
生
し

た
具
体
的
な
事
象
か
ら
、
目
に
見

え
な
い
生
活
意
識
の
変
化
ま
で
、

幅
広
い
内
容
を
調
査
し
た
。
本
稿

で
は
、
現
時
点
で
集
計
さ
れ
た
速

報
値
を
も
と
に
、
東
日
本
大
震
災

が
横
浜
市
民
に
及
ぼ
し
た
影
響
を

探
っ
て
み
た
い
。

執
筆編　

集　

部

２ 

　 

強
ま
っ
た
不
安
感

　
「
心
配
ご
と
や
困
っ
て
い
る
こ

と
」に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、「
心

配
ご
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な

い
」（
11
・
７
％
）
と
す
る
回
答
が
、

前
年
度
に
引
き
続
き
過
去
最
低
を

更
新
し
た
。心
配
ご
と
の
う
ち
、「
事

故
や
災
害
の
こ
と
」（
16
・
０
％
）

は
、
前
年
度
の
６
・
３
％
か
ら
大

幅
に
増
加
し
、
順
位
も
９
位
か
ら

４
位
に
な
っ
た
（
図
１
）。

　

ま
た
、「
震
災
前
と
比
べ
た
生
活

の
変
化
」
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ

ろ
（
図
２
）、
４
割
近
く
が
「
今
後

の
生
活
に
対
す
る
不
安
が
強
く

な
っ
た
」（
38
・
８
％
）
と
回
答
し
、

震
災
が
将
来
の
生
活
へ
の
見
通
し

に
も
影
響
し
て
い
る
。

　

同
じ
質
問
で
、「
放
射
性
物
質
に

対
す
る
不
安
が
強
く
な
っ
た
」

（
50
・
２
％
）
は
、
ほ
ぼ
半
数
。
全

世
代
で
女
性
の
ほ
う
が
男
性
よ
り

も
割
合
が
高
く
、
30
代
と
60
代
が

高
め
だ
っ
た
。

３ 

　 

行
政
へ
の
要
望

　
「
今
後
、
充
実
す
べ
き
公
共
サ
ー

ビ
ス
」
に
つ
い
て
は
、「
地
震
な
ど

の
災
害
対
策
」（
44
・
９
％
）
が
、

前
回
の
25
・
４
％
（
４
位
）
か
ら

大
幅
に
増
加
し
、
最
も
要
望
が
高

か
っ
た
（
図
３
）。

　

具
体
的
に「
災
害
対
策
と
し
て
、

行
政
に
対
し
て
力
を
入
れ
て
も
ら

い
た
い
こ
と
」
は
、
１
位
「
水
・

食
糧
・
毛
布
な
ど
の
十
分
な
備
蓄
」

表１　平成23年度横浜市民意識調査の概要

調査地域：横浜市全域
調査対象：市内に居住する20歳以上の方3,000人（外国人含む）
抽出方法： 住民基本台帳からの層化二段無作為抽出、外国人登録原票からの

無作為抽出
調査方法： 郵送留置・訪問回収法 （調査票を郵送、後日調査員による個別訪

問回収）
調査時期：平成23年７月15日～８月８日
回収結果：2,163票（回収率72.1％）

図１　心配ごとや困っていることの経年変化

図２　震災前と比べた生活の変化
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（
76・０
％
）、
２
位
「
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
、
電
話
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

施
設
の
耐
震
性
の
向
上
」（
72・

４
％
）、
３
位
「
緊
急
時
の
警
報
や

避
難
指
示
な
ど
を
伝
達
す
る
体
制

や
仕
組
み
の
強
化
（
ス
ピ
ー
カ
ー
の
設

置
な
ど
）」（
68
・３
％
）
と
な
っ
た
。

　

19
年
度
の
調
査
で
も
同
じ
質
問

を
し
た
た
め
、
震
災
前
後
の
比
較

が
で
き
る
。
19
年
度
の
１
位
と
２

位
は
今
回
と
同
じ
だ
っ
た
。
前
回

３
位
は
「
災
害
時
に
お
け
る
情
報

連
絡
体
制
の
充
実
」
だ
っ
た
が
、

今
回
は
、
こ
の
項
目
を
３
位
「
緊

急
時
の
警
報
な
ど
を
伝
達
す
る
体

制
強
化
」
と
５
位
「
災
害
に
関
す

る
情
報
提
供
や
広
報
」（
50
・
７
％
）

と
に
分
け
て
質
問
し
た
。
ま
た
、

計
画
停
電
や
節
電
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
今
回
新

設
し
た
「
停
電
や
電
力
不
足
へ
の

対
策
」（
59
・
４
％
）
は
４
位
だ
っ

た
（
図
４
）。

４ 

　 

情
報
の
入
手

　

震
災
当
日
、
携
帯
電
話
が
つ
な

が
り
づ
ら
い
中
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を
通
じ
た
情
報
入
手
が

比
較
的
順
調
だ
っ
た
こ
と
が
注
目

を
集
め
た
。「
地
震
発
生
直
後
、
必

要
な
情
報
を
ど
の
よ
う
に
入
手
し

た
の
か
」と
い
う
質
問
に
対
し
、「
ブ

ロ
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
」（
３
・
５
％
）

と
い
う
回
答
は
少
数
だ
が
、
20
代

は
17
・
５
％
だ
っ
た
。こ
の
数
字
は
、

20
代
を
除
い
た
全
体
（
１
・
８
％
）

や
20
代
を
除
く
年
代
別
で
最
高
の

40
代
（
４
・
０
％
）
と
比
較
し
て

顕
著
に
高
い
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ニ
ュ
ー
ス
」
と
の
回
答
が
、
20

代
（
38
・
２
％
）
と
、
30
代
（
32
・

８
％
）
や
40
代
（
24
・
０
％
）
と

の
間
で
極
端
な
差
が
な
い
こ
と
を

考
え
る
と
、
20
代
の
市
民
は
、
同

じ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

手
段
の
中
で
も
、
比
較
的
新
し
い

手
段
も
活
用
し
た
と
言
え
る
。

　
「
テ
レ
ビ
」（
63
・
８
％
）
と
い

う
回
答
は
全
世
代
で
６
〜
７
割
程

度
で
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
利
用

し
た
従
来
型
の
情
報
収
集
が
中
心

だ
っ
た
の
は
確
か
だ
が
、
特
に
20

代
は
報
道
機
関
な
ど
の
媒
体
が
発

信
す
る
情
報
を
受
け
取
る
だ
け
で

な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
よ
う
な
双
方
向

性
の
あ
る
手
段
を
活
用
し
、
個
人

レ
ベ
ル
で
の
情
報
収
集
も
活
発
に

行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図

５
）。

　

関
連
し
て
、「
震
災
が
起
き
た
と

し
た
ら
、
何
が
特
に
心
配
か
」
と

い
う
質
問
に
対
し
、「
電
話
や
メ
ー

ル
、
ネ
ッ
ト
な
ど
通
信
手
段
の
混

乱
・
不
通
」
は
、
全
体
31
・
９
％

に
対
し
て
20
代
41
・
７
％
、「
被
害

状
況
な
ど
の
情
報
入
手
」
は
、
全

体
７
・
９
％
に
対
し
て
20
代
14
・

０
％
と
、
20
代
市
民
の
「
情
報
」

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
推
測
さ

れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

５ 

　 

災
害
時
要
援
護
者
の
情
報

　

災
害
発
生
時
に
自
力
で
避
難
す

る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
害

者
、
乳
幼
児
、
病
人
、
妊
産
婦
、

日
本
語
が
不
自
由
な
外
国
人
と

い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
災
害
時
要

援
護
者
」
へ
の
援
助
は
、
従
来
か

ら
課
題
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
こ

と
に
関
し
て
、
①
名
簿
を
地
域
の

人
が
作
成
す
る
こ
と
、
②
名
簿
づ

く
り
の
た
め
に
行
政
が
保
有
す
る

災
害
時
要
援
護
者
の
情
報
を
地
域

の
人
に
提
供
す
る
こ
と
、
の
必
要

性
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
質
問
し
た
。

　

ま
ず
、
①
の
地
域
の
人
に
よ
る

名
簿
作
成
に
つ
い
て
は
、
全
体
の

７
割
が
「
必
要
だ
と
思
う
」（
70
・

３
％
）
と
回
答
し
、
年
代
が
高
い

ほ
ど
そ
の
必
要
性
を
認
め
て
い
る
。

　

更
に
、
②
の
名
簿
づ
く
り
の
た

め
の
行
政
保
有
情
報
の
提
供
に
つ

い
て
も
年
代
に
よ
る
差
が
出
た
。

全
体
で
は
、「
本
人
の
同
意
が
な
く

て
も
提
供
す
る
方
が
よ
い
」（
29
・

５
％
）、「
本
人
が
同
意
し
た
人
に

限
定
し
て
提
供
す
る
方
が
よ
い
」

（
57
・
６
％
）
と
を
合
わ
せ
た
「
提

供
す
る
方
が
よ
い
」
と
す
る
回
答

は
９
割
近
い
。
し
か
し
、
提
供
に

あ
た
っ
て「
本
人
の
同
意
が
不
要
」

と
す
る
人
が
20
代
（
16
・
７
％
）

に
対
し
、70
歳
以
上
が
39
・
９
％
と
、

年
代
が
高
い
ほ
ど
割
合
が
高
か
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
本
人
が
同

意
し
た
人
に
限
定
し
て
提
供
す
べ

き
」
と
い
う
人
が
20
代
（
68
・
４
％
）

に
対
し
、70
歳
以
上
は
44
・
１
％
と
、

傾
向
が
逆
転
し
、
年
代
が
高
い
ほ

ど
割
合
が
低
か
っ
た
。
背
景
と
し

て
は
、
若
い
世
代
が
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
敏
感
で
あ
っ
た
り
、

高
齢
者
の
ほ
う
が
災
害
時
要
援
護

者
の
問
題
へ
の
切
迫
感
が
強
い
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
（
図
６
）。

図４　行政に力を入れてもらいたい防災対策 図３　充実させるべき公共サービス
順位 要　　　望　（複数回答）

1 地震などの災害対策 44.9％
25.4％ ⑷

2 病院や救急医療など地域医療 34.5％
34.8％ ⑴

3 高齢者福祉 31.9％
31.3％ ⑵

4 防犯対策 30.6％
25.2％ ⑸

5
高齢者や障がい者が移動しやす
い街づくり（駅舎へのエレベー
ター設置など）

25.2％
25.8％ ⑶

＊下段は平成22年度調査結果と順位

図５　地震発生直後の情報入手方法 （％）

テレビ ラジオ 電話、
メール

ブログ、
SNSなど

インター
ネットの
ニュース

全　体 63.8 27.4 19.7 3.5 18.0
20代 62.3 18.0 33.8 17.5 38.2
30代 62.4 21.8 24.3 3.7 32.8
40代 59.8 25.5 21.5 4.0 24.0
50代 57.3 29.2 23.4 1.7 16.8
60代 65.9 35.3 14.3 - 5.3
70歳以上 73.5 29.7 8.2 0.2 1.7
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６ 
　 

日
常
生
活
や
行
動
の
変
化

　
「
震
災
前
と
比
べ
た
生
活
の
変

化
」
に
つ
い
て
（
図
２
）、「
節
電

を
心
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」

（
79
・
８
％
）
と
い
う
回
答
は
８
割

近
く
の
高
水
準
と
な
っ
た
。
年
代

別
で
も
あ
ま
り
差
は
な
く
、
節
電

に
対
す
る
取
組
・
意
識
が
広
く
市

民
の
間
に
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　

一
方
、
世
代
間
で
差
が
見
ら
れ

た
の
が
、「
旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
を
控

え
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
13
・
９
％
）

と
い
う
回
答
で
、
年
代
別
に
見
る

と
年
代
が
高
い
ほ
ど
高
く
、
20
代

（
３
・
１
％
）
と
70
歳
以
上
（
21
・

５
％
）
と
の
間
に
大
き
な
開
き
が

あ
る
。

　

ま
た
、
節
電
に
関
し
て
は
、
更

に
「
現
在
、
節
電
の
た
め
に
取
組

ん
で
い
る
こ
と
は
あ
る
か
」
を
質

問
し
た
（
図
７
）。「
冷
房
を
、
設

定
温
度
を
上
げ
て
使
用
し
た
り
、

な
る
べ
く
使
用
し
な
い
」（
83
・

９
％
）、「
扇
風
機
や
う
ち
わ
、
扇

子
な
ど
を
使
用
す
る
」（
75
・
１
％
）、

「
電
化
製
品
や
照
明
の
電
源
を
こ
ま

め
に
切
っ
た
り
、プ
ラ
グ
を
抜
く
」

（
72
・
３
％
）
の
上
位
３
つ
が
７
割

を
超
え
、
年
代
別
で
も
大
き
な
差

は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、「
多
少
不
便
に
な
っ
て
も
、

電
気
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を

抑
え
る
べ
き
」
と
「
快
適
に
暮
ら

す
た
め
に
は
、
電
気
な
ど
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
る
べ
き
で
は

な
い
」
の
両
者
を
選
択
す
る
価
値

観
に
つ
い
て
の
質
問
に
は
、
前
者

が
61
・
９
％
、
後
者
が
５
・
６
％
、

「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
27
・

５
％
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

７ 

　 

人
と
の
関
係
性
の
変
化

　

市
民
意
識
調
査
で
は
、
昭
和
50

年
か
ら
過
去
５
回
、「
隣
近
所
と
の

つ
き
合
い
方
」を
質
問
し
て
き
た
。

　

こ
の
質
問
に
対
し
て
は
、
22
年

度
ま
で
「
一
緒
に
買
い
物
に
行
っ

た
り
、
気
の
あ
っ
た
人
と
親
し
く

し
て
い
る
」、「
困
っ
た
と
き
、
相

談
し
た
り
助
け
合
っ
た
り
す
る
」

と
を
合
わ
せ
た
「
親
密
な
」
つ
き

合
い
方
を
し
て
い
る
回
答
の
割
合

が
減
少
す
る
一
方
、「
道
で
会
え
ば

挨
拶
ぐ
ら
い
す
る
」、「
た
ま
に
立

ち
話
を
す
る
」
と
い
う
程
度
の
つ

き
合
い
方
を
し
て
い
る
回
答
の
割

合
が
増
加
す
る
傾
向
が
一
貫
し
て

続
い
て
い
た
。

　

し
か
し
、今
回
の
調
査
で
は
、「
気

の
あ
っ
た
人
と
親
し
く
し
て
い
る
」

（
７
・
９
％
）、「
困
っ
た
と
き
、
相

談
し
た
り
助
け
合
っ
た
り
す
る
」

（
９
・
０
％
）
は
、
前
回
（
22
年
度
）

の
、そ
れ
ぞ
れ
６
・
９
％
と
５
・
０
％

か
ら
増
加
し
た
（
図
８
）。
特
に
70

歳
以
上
が
、
そ
れ
ぞ
れ
12
・
９
％

と
15
・
３
％
の
高
い
数
値
と
な
っ

て
い
る
。

　

70
歳
以
上
の
市
民
は
、「
震
災
前

と
比
べ
た
生
活
の
変
化
」
を
尋
ね

た
質
問
（
図
２
）
に
、「
家
族
や
親

類
と
の
会
話
が
増
え
た
」
が
全
体

８
・
２
％
に
対
し
て
14
・
１
％
、「
近

隣
の
人
と
の
会
話
が
増
え
た
」
が

全
体
６
・
４
％
に
対
し
て
15
・
１
％

と
、高
い
割
合
で
回
答
し
て
い
る
。

８ 

　 

お
わ
り
に

　

本
稿
は
現
時
点
で
集
計
さ
れ
て

い
る
単
純
集
計
の
結
果
や
性
別
・

世
代
別
の
結
果
に
よ
っ
て
作
成
し

た
。
今
後
、
更
に
詳
細
な
分
析
を

加
え
、
平
成
24
年
３
月
ま
で
に
報

告
書
に
ま
と
め
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

図６　災害時要援護者についての情報提供

図８　隣近所との付きあい方 図７　節電のための取組


